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及していない。肥満 DM ratを用いて Duodenal-Jejunal
bypass（DJB）の DM改善メカニズムを検討し，Sleeve
Gastrectomy（SG）２例の臨床経験を報告する。
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院，UP（－）・eGFR３８の CKD G３b A１，TSH１２．１，FT４
１．１。HRTで TSH１．７，FT４１．３となり UP（－）・eGFR
７５．３の CKD G２A１に軽快した。【症例３】４７歳，男性。
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vere fever with thrombocytopenia syndrome : SFTS）
の１例
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症熱性血小板減少症候群（severe fever with thrombocy-
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する cAMP依存性 Cl‐チャネル cystic fibrosis transmem-









































































































































































することが示唆された。文献１）M. Kozai, H. Yamamoto
et al．（２０１３）Endocrinology,１５４，６０９‐６２２
３７．ビタミン A欠乏は経口免疫寛容を破綻させる
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中前後に斑状の low density areaが散見された。術後，
頭部MRI施行し T２，拡散強調画像，FLAIR画像にて
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５５．Mixed epithelial and stromal tumor of kidney
（MESTK）の一例
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症例は４９歳男性。２００８年，左嚢胞随伴性腎腫瘍と診断さ
れ他院にて腎摘除術施行。術後診断は Sarcomatoid car-
cinomaであった。術後肺転移巣が出現し RFAにて治
療されたが，その後増大傾向となったため，２０１１年当科
紹介となった。テムシロリムスにて治療し，SDであっ
たが患者の希望により休薬。病理診断について再検討し
たところMESTKと診断した。その後転移巣を切除し
たが，肺転移の再発増大があり，子宮内膜癌あるいは卵
巣癌に類似していることから，パクリタキセルとカルボ
プラチンによる治療を行ったが効果は認められなかった。
MESTKはまれな腎腫瘍であり，その中でも特にまれな
男性例を今回経験したので，文献的考察も加えて報告す
る。
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